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     広幅鋼矢板及びハット形については，リース材の流通が未だないため，普通鋼矢板を使用し

た場合との経済比較により積算するものとする。 

   ｱ) 普通鋼矢板の賃料＋修理費及び損耗費＋打込・引抜費＋運搬費 

   ｲ) 広幅鋼矢板またはハット形の市中価格－スクラップ控除＋打込・引抜費 

   ｳ) 上記ｱ)，ｲ)の積算額の小さい方を採用する 

 

11．コルゲートパイプの損率について 

  コルゲートパイプの損率は，「土木工事積算基準書第Ⅱ編共通工，第５章仮設工」の①(2)－3) 

 仮設材の損料率 表２．１による。 

 

12．工事用進入路，搬路の幅員及び勾配について 

 (1) 工事用進入路及び搬路の幅員は４ｍ程度とし，必要に応じ，真砂土又はクラッシャーラン等

の敷均しを計上する。なお，登坂路の最急勾配は15％とする。 

 (2) 工事用進入路及び搬路の盛土施工には敷均し，締固めを計上する。 

 

13．仮橋・仮桟橋の定義について 

 (1) 仮 橋 

    仮橋とは，橋の架替時に代替として架ける橋あるいは工事用車両などを通行させるために架

ける橋など，一時的に使用することを目的として架ける橋をいう。 

 (2) 仮桟橋 

    仮桟橋とは，水上あるいは水中等での工事のために陸からアプローチとして作業員や工事用

機械・材料等の運搬及び船舶の接岸や係留などのために設けられ，工事用作業足場として利用さ

れるものをいう。 

 

14．切土（発破）防護柵について 

  仮設防護柵工のＨ鋼は，建設用仮設材賃料積算基準を適用し，修理費及び損耗費を計上するもの

とする。 

 

15．切土部のもたれ擁壁の安全施工について 

  もたれ擁壁の背面切土施工途中の土石崩落による危険を防止するためのモルタル吹付等の対策費

 ついては設計変更で対処するものとする。 

  ただし，当初設計の特記仕様書（個別工事編）にその旨明記すること。 

 

16．仮囲い 

  仮囲いの設置については，仮設工又は現場環境改善のどちらの条件で，設置するか目的を事前 

に整理すること。 

  なお，積算は次による。 

   (1) 仮設工として設置する場合         「仮囲い設置撤去工」歩掛を適用 

   (2) 現場環境改善として設置する場合     「現場環境改善費（率計上）」を適用 

      上記(1) 及び(2) の仮囲いの美装化費用   「現場環境改善費（率計上）」を適用 
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17．仮設材の数量算出方法，損料及び単価の適用基準等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 土留工 

 名  称 材 料 名 設計質量 設置,撤去 

質  量 
計  上  方  法 全損・その他 設置撤去歩掛 備  考 

 切梁腹起 H形鋼 加工材 加工材 

 《賃料基準》〔山留主部材〕 

 ◎供用1日当賃料+修理費及び損耗費 

  《修理費及び損耗費は補正を考慮》 

 《基準書》〔撤去･一部撤去〕  切梁腹起 

 

 

 

土 留 杭     H形鋼 生 材 生 材  《賃料基準》〔杭用〕 ◎〃 〃  各種打込･引抜費  

中 間 杭     H形鋼 生 材 生 材  《賃料基準》〔杭用〕 ◎〃 〃  各種打込･引抜費  

副 部 材     (Ａ) 主部材×率 主部材×率  《賃料基準》〔副部材(Ａ)〕◎〃 〃  切梁腹起  

副 部 材     (Ｂ) 主部材×率 主部材×率  《賃料基準》〔副部材(Ｂ)〕◎〃  《賃料基準》〔副部材(B)〕  切梁腹起  

そ の 他     
 山形･ 

 溝形鋼等 
 生 材 生 材 － 市中価格  切梁腹起 ｽｸﾗｯﾌﾟﾘﾀｰﾝ

  注）１．当初から撤去しないことが分かっている場合，運搬費は計上しない。 

    ２．《賃料基準》とは「建設用仮設材賃料積算基準」のことである。 
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  部材質量算出方法 

部材名 部  品  名 質量算出方法 備    考  

 

 

運搬質量 ※注） 

主部材 

土木工事数量算出要領（案）による 

部材名 往路 復路

主部材 ○ ○ 

副部材（Ａ） 
副部材(A) ○ ○ 

副部材(B) － － 

副部材（Ｂ） その他 － － 

その他  山形・溝形鋼等 積み上げ 一現場全損とする。 

  注）なお，主部材質量算出にあたっては，控除すべき質量（キリンジャッキ，火打受ピ－ス，火

打ブロック）について必ず考慮すること。 
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(2) 覆 工 

 名  称 材 料 名 設計質量 設置,撤去 

質  量 
計  上  方  法 全損・その他 設置撤去歩掛 備  考 

 覆  工 覆 工 板  生 材  生 材 

 《賃料基準》〔覆工板〕 

 ◎供用1月当賃料+修理費及び損耗費 

  《修理費及び損耗費は補正を考慮》 

－ 

 

 覆   工 

 

 

 

 

 覆工受桁 H 形 鋼  加工材  加工材 

 《賃料基準》〔山留主部材〕 

 ◎供用1日当賃料+修理費及び損耗費 

  《修理費及び損耗費は補正を考慮》 

－ 

 

 覆工受桁 

 

 

 

 

 覆工受桁 I 形 鋼  生 材  生 材 
 《基準書》 

 ◎市中価格×損料率 
－ 

 

 覆工受桁 

 

 

 

 

覆工受桁用桁受     溝 形 鋼  生 材  生 材 － 市中価格  切梁腹起  ｽｸﾗｯﾌﾟﾘﾀｰﾝ

副 部 材     (Ｃ) 
 (主部材+そ 

 の他)×率 

 (主部材+そ 

 の他)×率 
－ 注)３  切梁腹起 

 

 

そ の 他     
 山形･ 

 溝形鋼等 
 生 材  生 材 － 市中価格  切梁腹起  ｽｸﾗｯﾌﾟﾘﾀｰﾝ

  注）１．全損部材の場合，運搬費は計上しない。 

    ２．《賃料基準》とは「建設用仮設材賃料積算基準」のことである。 

    ３．副部材（Ｃ）の単価が必要な場合は，特別調査又は見積で対応する。 

 

 

  部材質量算出方法                         運搬質量 

 部材名 部    品    名 質量算出方法 備   考  

 

 

 

 部材名  往路  復路

 主部材  覆工受桁，覆工受桁用桁受 

基準書第５章

仮設工⑧ ６

－２による 

  主部材 ○ ○ 

 その他  覆工止め等 積 み 上 げ  一現場全損とする｡  その他 － － 

副部材 

 （Ｃ） 
 ボルトナット 

(主部材+その

他)×0.01 
 一現場全損とする｡

 
副部材 

 （Ｃ） － －  
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 (3) 仮橋，仮桟橋上部工 

名  称 材 料 名 設計質量 設置,撤去 

質  量 
計  上  方  法 全損・その他 設置撤去歩掛 備  考 

覆  工  覆 工 板  生 材 生 材 

 《賃料基準》〔覆工板〕 

 ◎供用1月当賃料+修理費及び損耗費 

  《修理費及び損耗費は補正を考慮》 

－ 基準書による 
 既製品は 

 別途賃料表

主  桁  H 形 鋼  生 材 生 材 

 《賃料基準》〔杭用〕 

 ◎供用1日当賃料+修理費及び損耗費 

  《修理費及び損耗費は補正を考慮》 

－ 〃 〃 

主  桁  I 形 鋼  生 材 生 材 
 《基準書》 

 ◎市中価格×損料率 
－ 〃 〃 

副 部 材      山形･ 

 溝形鋼等 
 生 材 生 材     － 市中価格    〃   ｽｸﾗｯﾌﾟﾘﾀｰﾝ

  注）１．全損部材の場合，運搬費は計上しない。 

    ２．《賃料基準》とは「建設用仮設材賃料積算基準」のことである。 

    ３．高欄は，別途計上すること。 

 

  部材質量算出方法                          

 部材名 部    品    名  質量算出方法 備    考 

 主部材  主桁  積 み 上 げ  

 副部材  横桁，水平つなぎ材，綾構  積 み 上 げ  一現場全損とする 

 

  運搬質量 

 部材名  往路  復路 

主部材 ○ ○ 

副部材 － － 

 

 

 (4) 仮橋，仮桟橋下部工 

名  称 材 料 名 設計質量 設置,撤去 

質  量 
計  上  方  法 全損・その他 設置撤去歩掛 備  考 

 杭 基 礎     

 形式橋脚 
 H 形 鋼 生 材 － 

 《賃料基準》〔杭用〕 

 ◎供用1日当賃料+修理費及び損耗費 

  《修理費及び損耗費は補正を考慮》 

 《基準書》 

  〔撤去･一部撤去〕 
基準書による｡  

 直接基礎 

 形式橋脚 
 H 形 鋼 加工材 加工材 

 《賃料基準》〔山留主部材〕 

 ◎供用1日当賃料+修理費及び損耗費 

  《修理費及び損耗費は補正を考慮》 

－ 〃  

主 部 材      山形･ 

 溝形鋼等 
生 材 生 材     －     市中価格 〃 ｽｸﾗｯﾌﾟﾘﾀｰﾝ

副 部 材      ｱﾝｶｰ 

 ﾌﾚｰﾑ 
－ －     － 見積り － ｽｸﾗｯﾌﾟﾘﾀｰﾝ

  注）１．全損部材の場合，運搬費は計上しない。 

    ２．《賃料基準》とは「建設用仮設材賃料積算基準」のことである。 
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  部材質量算出方法                          

部材名 部    品    名 質量算出方法 備    考 

主部材  横桁，水平つなぎ材，綾構 積 み 上 げ 一現場全損とする 

副部材  ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ 積 み 上 げ 一現場全損とする 

 

  運搬質量 

部材名 往路 復路 

主部材 － － 

副部材 － － 
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18．仮設材（鋼矢板等）の賃料に係る整備費等の計上について 

下表の施工歩掛コードによって仮設材（鋼矢板等）の整備費等を計上する場合は，下表を参照して物価資料から

必要な価格を算出して計上するものとする。 
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19．迂回路及び仮設工事用道路の舗装設計について 

 (1) 迂回路と仮設工事用道路の区分について 

    迂回路とは，現道の切り回しを行い一般交通に供する仮設道路をいい，仮設工事用道路とは，

工事施工に必要な工事車両だけが通行する仮設道路をいう。 

 (2) 仮設工事用道路の舗装設計 

  1) 仮設工事用道路は，舗装しないことを原則とする。 

  2) 周辺道路への泥土の持ち出し防止対策，仮設工事用道路の防塵対策，その他の理由により仮

設工事用道路を舗装する必要がある場合には，舗装の必要理由を整理し，その目的に応じて舗

装構成を決定する。 

  3) 仮設工事用道路の防塵対策程度の場合は，路盤工のみ施工することを原則とし，路盤材はト

ンネル掘削ズリ等の現地流用土の利用，または再生クラッシャーラン（ｔ＝10cm）を標準とす

る。 

  4) 防塵対策としてＡｓ舗装まで施工する場合は，路盤工の上に再生粗粒度Ａｓ(ｔ＝５cm) 一

層を標準とする。 

 (3) 迂回路の舗装設計 

    迂回路の舗装構成は，迂回路の供用期間に応じて，現況道路の設計交通量区分のランクを下

げて舗装構成を設計する。 

    ＜設計例＞ 

    大型車交通量が2,200台／日・方向（設計交通量区分＝N6交通）の道路において，横断管渠工

事施工のため約６カ月間現道を切り回しする場合の迂回路の舗装構成を設計する。 

 

  1) アスファルト舗装の構造設計に用いる「設計交通量」とは，設計期間＝10年間における平均

１日１方向当たりの「大型車交通量」のことであり，この「設計交通量」をN1～N7の７ランク

に区分した「設計交通量区分」により，舗装構成を決定している。 

  2) 迂回路の場合は，供用期間が比較的短期間であるので，迂回路の「供用期間」を「設計期

間」とし，設計交通量区分を見直して舗装の構造設計を行えばよい。 

 

    迂回路の設計交通量区分＝2,200台／日・方向×（６カ月／10年） 

               ＝2,200台／日・方向×0.05 

               ＝110台／日・方向 

               ＝N4交通 

  3) したがって，設計交通量区分をN4交通とし，現地の設計ＣＢＲに応じて舗装構成を設計すれ

ばよい。 

  4) なお，迂回路の供用期間が長期化する可能性がある場合，その他迂回路の路面補修が困難な

場合には，この点を考慮して設計交通量区分を決定してもよい。 

    また，迂回路を本線舗装として兼用する場合は，これを考慮して設計すること。 

     （参考）  設計交通量の区分 

設計交通量の区分 大型車交通量（台／日・方向）の範囲 

N1交通      15未満 

N2交通      15以上    40未満 

N3交通      40以上    100未満 

N4交通 100以上    250未満 

N5交通     250以上  1,000未満 

N6交通 1,000以上  3,000未満 

N7交通           3,000以上 
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20．仮設電力設備工 

  工事用電力料金については，下記電力会社の料金を計上するものとする。なお，料金については

下記電力会社のホームページから発注月の料金（賦課金含む）を確認すること。 

 

 

 

関西電力 

電力量料金 
 

 

http://www.kepco.co.jp/ 
 

電力基本料金 

低圧 

高圧（Ａ） 
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21．交通誘導警備員 
１）  交通誘導警備員について  

 交 通 誘 導 警 備 員 Ａ ： 高 速 自 動 車 国 道 と 自 動 車 専 用 道 路 並 び に 都 道 府 県 公 安 委 員 会 が

必 要 と 認 め た 道 路 （ 表 ― １ ） で 交 通 誘 導 警 備 業 務 を 行 う 場 合 ，

「 警 備 員 等 の 検 定 等 に 関 す る 規 則 」 で 交 通 誘 導 警 備 業 務 を 行 う 場

所 毎 に １ 名 以 上 の 配 置 が 義 務 付 け さ れ た 検 定 合 格 者 の こ と で あ り ，

規 則 上 の 適 用 を 受 け る 具 体 人 数 は ， 警 備 担 当 （ 交 通 規 制 担 当 と は

別 ） と 協 議 す る こ と 。 な お ， （ 表 － １ ） は （ Ｈ 30.7現 在 ） の 認 定

路線であるため，路線・区間については適宜確認すること。  

 交 通 誘 導 警 備 員 Ｂ ： 規 制 上 の 適 用 を 受 け な い 交 通 誘 導 警 備 員 で あ り ， 検 定 合 格 者 の

有無で判断するものではない。  

 

             表―１  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）交通誘導警備員の交替要員について 

   当初は，交替要員が必要な場合は，従来のような係数をかけず，交替要員を人数計上するもの

とする。 

   設計変更においては，協議等に基づき配置された交通誘導警備員と交替要員について計上する

ものとする。 

   そのため，交通誘導警備員を配置する前に交通誘導警備員配置必要箇所・人数や交替要員の考

え方について，十分に協議を行うこと。 

府 県 名   路  線  名  区 間  告 示 及 び 施 行 日  

京 都 府  一 般 国 道 １ 号  

京 都 府 の 全 域  

告 示 H19.1.12 

施 行 H19.7.12 一 般 国 道 ９ 号  

一 般 国 道 24号  

一 般 国 道 27号  

一 般 国 道 162号  

一 般 国 道 163号  

一 般 国 道 171号  

一 般 国 道 175号  

一 般 国 道 176号  

一 般 国 道 178号  

一 般 国 道 307号  
告 示 H29.1.10 

施 行 H29.7.10 
府 道 八 幡 木 津 線 （ 府 道 22号 ）  

府 道 小 倉 西 舞 鶴 線 （ 府 道 28号 ）  

府 道 梅 津 東 山 七 条 線 （ 府 道 113号 ）  

配置義務付けられた交
通誘導警備員Ａ（１名
以上） 

交通誘導警備員 




